
一般社団法人 北海道中小企業家同友会とかち支部 

『拓の会』２０１９年度会員募集のご案内 
 

２ ０ １ ９ 年 ３ 月 ４ 日 
北海道中小企業家同友会とかち支部 
学 び 合 い 活 動 推 進 委 員 会 
委  員  長   松 田   英 明 

電 話 （ 0 1 5 5 ） 2 2 - 3 6 1 1 
 

十勝開拓の先人達にならい、“これからの企業作りの新たな段階を開拓するフロンティアとなろう”

とスタートし、今年度で２８年目を迎える「拓の会」。この２７年間、じっくりと語り合い、気軽な話

し合い・意見交換のできる学びの場を築いてまいりました。 

２０１９年度のスタートにあたり、メンバーの募集を行ないます。とかち支部の会員同士、本音で話

し合い、お互いの経験から学びあってまいりましょう。奮ってご登録下さい。 
 

-----------【２０１９年度「拓の会」募集要領】-------------- 
◆対   象 ；同友会会員経営者及び後継者、会員企業の社員（グループによって異なる） 

◆年 会 費 ；３,０００円（拓の会運営費として） 
※別途、ｸﾞﾙｰﾌﾟ例会に必要な費用（講師料・懇親会費等）がかかる場合があります。 

◆運営方法 ；毎月１回のグル－プ例会(1グループ 10～15名程度) 
・登録者の希望に応じてテーマ別のグループ分けを行い、毎月１回のグループ 
例会を開催します。 

◆申込締切 ；３月２９日（金） 前年度登録されていた方も、改めてご登録をお願いします 

★最小催行人数は７名です。６名以下はグループが設置されませんのでご留意下さい。 

----------【拓の会オリエンテーション開催要領】------------ 

◆と き：４月１２日（金）１９：００～２１：００ 

◆ところ：とかち館 金枝の間（帯広市西７条南６丁目２）  ＊申込〆切 ４月５日（金） 

◆会 費：２,０００円（会場費、軽食代として）＊年会費も併せて頂戴いたします。 

◆内 容：①拓の会について（概要） ②グループ討論  ③軽食付き交流会 
＊当日キャンセルの場合は参加費を全額申し受けます。 
＊問い合わせ先：同友会事務局         ＴＥＬ／（０１５５）２２-３６１１ 

------------------------------------------------------------------------------ 

２０１９年度「拓の会」登録申込書   第一次締切 ３/２９（金）  
【申込先】ＦＡＸ：０１５５－２２－３６１２     E-mail : doyukai@netbeet.ne.jp 

 

（  ）登録します          （  ）登録しません 
 

会社名                                      お名前                                    
  
お役職                       (生年月日 (西暦)         年     月     日生) 
  
電話                  ＦＡＸ                  .ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ                  
 
★登録希望グループ  第      グループ      .携帯電話                  
 
※ご連絡は原則、「メール」で送付させていただきます。メールアドレスをお持ちの方は普段ご利用のアドレ
スを必ずご記入下さいませ。 

※所属グループは 1つですが、他のグループにもオブザーバー参加ができます。 
 

-------------------------------------------------------------------------------- 
拓の会オリエンテーション(４/１２) 出欠回答（4/５申込〆切） 

【どちらかに☑を付けてご返信下さい】 
 

□出席します           □欠席します 

 
会社名 お名前 

mailto:doyukai@netbeet.ne.jp


  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

『侃々諤々
かんかんがくがく

』グループ 
●対象/経営者・一般社員  ●第２水曜日 
拓の会第一グループは年間テーマを固定せず、楽し

い会社経営、楽しい会社活動を行う為に、話題提供者み
なさんの考えをいかんなく議論するグループです。様々
異なる業界の本音の話題は自社・自身にとっても応用で
きる発見がたくさんあります。人柄が素晴らしいメンバー
達と楽しく学び、実践できるのが第一グループ最大の特
徴です。皆様のご参加を第一グループ一同心よりお待ち
しています。 

□第２ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

『業績ｱｯﾌﾟ・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞを考える』グループ 

●対象/経営者・一般社員  ●第３木曜日 
「マーケティングをないがしろにした業績のアップはあ

り得ない」企業活動の中心的業務であるマーケティング
について徹底的に考えていくグループです。今年も題材
候補の本をガイダンスで選び、その本に沿って一年間学
んでまいります。おすすめの本がありましたらガイダンス
でぜひご提案ください。業種の垣根、役職の垣根を完全
に飛び越えて学び合い、実践に繋げましょう！ 

□第４ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

『人事労務・人間力向上』グループ 
●対象/経営者、人事担当者、部下のいる役職者 

●第１水曜日  ●ｸﾞﾙｰﾌﾟ年会費 10,000円前後 
アドバイザーの社労士の先生の年間報酬をグループメンバーで均

等割します。 

テーマ『労働関係法規の正しい理解と労務管理の
PDCAサイクルの確立』 
昨今、中小企業を取り巻く労務環境は個別労働紛争

の増加に加え慢性的な人手不足も加わり悪化の一途を
辿っています。有時に『同業他社はやっていない』『人そ
れぞれ』では会社を守る事はできません。その為には法
的根拠に則り労働関係法規を正しく理解し労務管理を
継続していく事が求められます。例会ではアドバイザー
を務める社労士のレクチャーに加え、参加メンバーの現
場での悩みや取組を多角的に学び合う事で、同友会が
掲げる 3つの目的『良い会社』『良い経営者』『良い経営
環境』に一歩近づけられます。 

□第５グﾙｰﾌﾟ 

『日中活動体験』グループ 
●対象/経営者・幹部社員・一般社員 
●第３火曜日 
「あの社長の会社を知りたい、自分の会社を訪問し

て」等の声を実現する活動をします。熟知している業界、
異業種の企業訪問から、新たなる発見や内容を吸収し、
自分の仕事の活力になればと思います。企業は、十勝
一円にあり、業種は何でもＯＫ。見学の際に食事や喫茶
時間を設けて、近況報告や人的交流および人脈の拡大
に努めています。営業職の方や、食事を一人で食べたく
ない方、各地のうまいものを堪能したい方大歓迎です。
是非とも、日中に時間の取れる方は、登録をお勧めしま
す。 

『問題持ち寄り』グループ 
～心のもやもやスッキリしましょう～ 

●対象/経営者・役員･幹部一般社員●第３水曜日 
発表者が抱える会社や社会に関する悩みを、様々な業

種や役職のメンバーに報告して頂きます。参加者全員が
内容について真剣に討論する事で異業種や役職の立場
からそれぞれの意見を聞き、発表者が自分でも気づかな
かった問題点をスッキリ解消していきます。また、発表者
以外でも同じ悩みがある方や自分が考えてもいなかった
悩みを聞くことにより、自社に取り入れていけます。 

□第９グループ  

『若手からの脱出』グループ  
～異業種でつなげるコミュニケーション～  

●対象/社員     

●開催日はスタートオリエンテーションで決めます 
若手社員の方は中堅社員の方から学ぶものがあり、

中堅社員の方も若手社員から学ぶものがあると思いま
す。若手社員、中堅社員の両方で刺激しあい仕事をす
る意識力を高め、時にはメンバー以外の方を先生とし
てきてもらい、皆で話し合い切磋琢磨しあいながら異業
種で学び、見識をふかめることによってコミュニケーショ
ン能力の向上も図ります。これにより、職場環境の向
上・改善を図ることができ、自社の発展にもつながりま
す。 
社員の資質を高める絶好の場です。 

□第６ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

『とかちの観光を考える会』グループ  
●対象/興味ある方全員   ●毎月変動（事前案内） 

とかちの観光を考える会は、十勝の観光振興を目的

に、観光に興味を持つ人が集まり、知識と情報と交流を

深め合い、オリジナルな観光事業を生み出す場です。こ

れまでの活動で新たなビジネスモデルが複数誕生して

います。 

今年は従来の活動を一変してゼロから活動を作り上

げていこうと考えています。既成概念・職業に囚われな

い柔軟な発想で観光に対する想いを語り、一緒に十勝

の観光を盛り上げていきましょう！ 

□第８ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

『社員が辞めない会社作りを考える』グループ  

●対象/興味のある方全員   ●第２水曜日 
幅広い分野で人手不足の傾向が続いている昨今、新

社員の採用も重要ですが既存社員が辞めない会社作り
が大事だと考えます。若手社員から経営者まで様々な
方々の話しを聞き、問題をみんなで考えて行きましょう。   
また社会的弱者と言われている「障がい者・母子家

庭・高齢者・若年者・外国人」等の雇用のノウハウを学ぶ
ことにより社員同士が思いやりを持てる企業(会社のユ
ニバーサルデザイン)を目指し、一緒に考えて学びましょ
う。 

 


